
52 

 

 

 

 

 

 

参考資料 

 

 

  



53 

 

１ 計画の策定体制 

（1）策定体制 

本計画の策定にあたっては、関係団体推薦者、学識者、公募市民により構成された「八

潮市公園等整備推進審議会」を設置し、多角的な視点からのご意見を伺いました。 

また、庁内関係各課により構成された「中川河川敷周辺公園等施設整備計画庁内検討会

議」を設置し、庁内の意見をとりまとめ、調整を図りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 ※１ 八潮市公園等整備推進審議会 

    審議会委員は関係団体推薦者、学識者、公募市民で構成 

 ※２ 中川河川敷周辺公園等施設整備計画庁内検討会議 

    会 長：都市整備部副部長 

副会長：企画経営課長 

    委 員：政策担当、危機管理防災課長、スポーツ振興課長、商工観光課長、 

        建設管理課長、都市計画課長、公園みどり課長 

        （上記の他、必要に応じて関係課の参加を要請する） 

  

 中川河川敷周辺公園等施設整備計画庁内検討会議
　【構成】
　　・庁内関係課課長級職員※２

市　長 市議会

庁内体制

公園みどり課

スポーツ振興課

・八潮市公園等

　 整備推進審議会※１

市民等の意向把握
・施設利用団体意向確認
・地元町会意向確認
・パブリックコメント
・市民説明会

意見
諮問
答申

※中川河川敷周辺公園等施設整備計画庁内検討会議

（事務局）

報告
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（２）策定経緯 

 

 月日 会議等 主な議題等 

令

和

４

年

度 

6 月 22 日 
第 1 回 

庁内検討会議 

・庁内検討会議の体制について 

・計画の策定について 

・計画検討フロー 

・施設利用者等を対象としたヒアリングについて 

・計画策定に伴う施策調査について 

7 月 4 日 

～7 月 20 日 

施設利用者等 

ヒアリング 
－ 

8 月 24 日 
第 2 回 

庁内検討会議 

・計画の全体構成について 

・審議会会議議題について 

9 月 22 日 
第 1 回 

審議会（諮問） 
・計画策定について 

11 月 16 日 
第 3 回 

庁内検討会議 
・計画（素案）について 

1 月 12 日 
第 4 回 

庁内検討会議 
・計画（素案）について 

2 月 9 日 
第 2 回 

審議会 
・計画（素案）について 

令

和

５

年

度 

5 月 23 日 
第 5 回 

庁内検討会議 
・計画（素案）について 

7 月 12 日 
第 6 回 

庁内検討会議 
・計画（原案）について 

8 月 8 日 
第 3 回 

審議会 
・計画（原案）について 

10 月 2 日 

～11 月 2 日 

パブリック 

コメント 
・計画（原案）について 

10 月 5 日 

10 月 14 日 
市民説明会 ・計画（原案）について 

11 月２２日 
第 7 回 

庁内検討会議 
・計画（案）について 

1 月２２日 
第 4 回 

審議会（答申） 
・計画策定について 

3 月１日 庁議 ・計画（案）について 
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（３）八潮市公園等整備推進審議会委員名簿 

 

分   類 氏   名 備   考 

第１号委員 

（関係団体が推薦する

者） 

金 子 政 雄 
（令和４年度） 
狩 野  稔 
（令和５年度） 

 八潮市町会自治会連合会 副会長 

 

 八潮市町会自治会連合会 理事 

〇 佐 藤 順 一  八潮市スポーツ協会 理事長 

家 合 幸 晴  八潮市レクリエーション協会 理事 

織 田 隆 志  八潮市観光協会 専務理事 

第２号委員 

（公園、スポーツ等に関

する識見を有する者） 

◎ 明 石 達 生  東京都市大学 都市生活学部 教授 

萩 野 一 彦 
 千葉大学大学院 客員教授 

 株式会社ランドプランニング 代表取締役 

渡  和 由  筑波大学 非常勤講師 

須 永 美 歌 子  
 日本体育大学 児童スポーツ教育学部 

 児童スポーツ教育学部長 教授 

押 田 佳 子  日本大学 理工学部 准教授 

第３号委員 

（公募により選出された

者） 

西  康 子  公募 

後 藤  弘  公募 

最 川 幸 子  公募 

（敬称略 ◎会長 〇副会長 令和６年１月現在） 
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（４）中川河川敷周辺公園等施設整備計画庁内検討会議委員名簿 

 

議   長 都 市 整 備 部  副部長 

副議長 企 画 財 政 部  企画経営課長 

委   員 

 

企 画 財 政 部  政策担当 

 

生 活 安 全 部  危機管理防災課長 

 

市民活力推進部  スポーツ振興課長 

 

市民活力推進部  商工観光課長 

 

建 設 部  建設管理課長 

 

都 市 整 備 部  公園みどり課長 

 

（令和６年１月現在） 
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（５）八潮市公園等整備推進審議会に係る諮問及び答申 

八潮公み発第１７５号  

令和４年９月２２日 

  

八潮市公園等整備推進審議会 

会 長 明石 達生 様 

 

 

八潮市長 大 山  忍   

 

 

中川河川敷周辺公園等施設整備計画について（諮問） 

このことについて、八潮市附属機関設置条例（昭和５７年条例第１５号）に基づき、 

貴審議会の意見を求めます。 

 

                               八潮公み審収第３号 

                               令和６年１月２２日  

 

  八潮市長 大 山  忍 様 

 

 

                       八潮市公園等整備推進審議会   

                         会 長 明石 達生       

 

    

    中川河川敷周辺公園等施設整備計画について（答申） 

 

  令和４年９月２２日付け、八潮公み発第１７５号で諮問のあったこのことについて、 

 当審議会の意見は下記のとおりです。 

 

 

記 

 

   １ 賛   否    賛 成 

 

   ２ 意見の要旨    な し 
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（６）市民意向の把握 

①施設利用者等を対象としたヒアリング 

計画区域や市内公園施設に存する屋外スポーツ施設の現状や課題に関するご意見を把握する 

ため、施設利用者や計画区域近隣の町会・自治会に対し、ヒアリングを実施しました。 

 

項  目 内容 

実施期間 令和４年７月４日～２０日 

実施方法 対面での聞き取り 

対  象 

【屋外スポーツ施設利用団体】 

➢サッカー協会  ➢テニス協会  ➢ソフトテニス連盟 

➢野球連盟    ➢寿野球協会  ➢スポーツ少年団野球部会 

➢グラウンド・ゴルフ協会 

【計画区域近隣の町会・自治会】 

➢鶴ヶ曽根一町会 ➢鶴ヶ曽根二町会 ➢上二丁目町会 

➢下二丁目町会  ➢上木曽根町会  ➢下木曽根町会 

➢伊勢野自治会  ➢上大瀬町会   ➢南川崎町会 

 

②市民説明会 

計画素案の周知と市民の意見や要望の把握を目的として、市民説明会を開催しました。 

 

開催場所 開催日時 

八潮メセナ 3階 会議室 
令和５年10月  5日（木）午後７時から午後８時 

10月14日（土）午前１１時から正午 

 

③パブリックコメント 

本計画の素案を広く公表し、意見や要望等を幅広く伺うことを目的として実施しました。 

 

実施時期 令和5年10月2日（月）から11月2日（木）まで（３２日間） 

実施方法 
ホームページへの掲載及び市役所等での閲覧により、整備計画

（原案）を公表し、意見を募集 

意見提出者・件数 
提出者数    2人 

意見件数    7件 
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２ 用語解説 

 

【あ行】 

アーバンスポーツ 【１８頁】 スケートボードなど若い世代に人気な都市型スポーツ。 

オープンカフェ  【２９頁】 
道路に面した壁を取り払い、テラスのように開放的な構造に

したカフェやレストラン。 

 

【か行】 

河川管理用道路  【２１頁】 

河川管理者（国・地方自治体）が、日常の河川巡視、洪水時

の河川巡視又は水防活動等のために、堤防上や河川沿いに設

置した道路。 

かわまちづくり  【２３頁】 
国土交通省が創設した河川空間とまち空間が融合した賑わい

ある良好な水辺空間の形成を目指す取り組み。 

グランピング   【２５頁】 

グラマラス（魅惑的な）とキャンピングを掛け合わせた造語

で、テントやキャンプ道具などを用意しなくても気軽にキャ

ンプ体験を楽しむことができること。 

広域自転車道   【４４頁】 
本計画では、複数の自治体の連携により、広域的に構築され

た自転車道を広域自転車道としている。 

 

【さ行】 

シェアサイクル  【４頁】 
一定のエリア内に複数配置された自転車の貸出・返却拠点に

おいて、自転車を自由に貸出・返却できるサービス。 

指定管理者制度  【２８頁】 

地方公共団体が指定する法人に公の施設の管理を代行させる

ことで、多様化・高度化する市民ニーズへの効率的・効果的

な対応を図り、市民サービスの向上、行政コストの縮減を図

ることを目的とした制度。（平成１５年の地方自治法改正に

より創設された制度。） 

 

【た行】 

長寿命化計画   【７頁】 

公園の遊具、建築物等について、今後進展する老朽化に対す

る安全対策の強化、補修、更新の費用を平準化させ、維持管

理経費の縮減を図る観点から、既存施設の長寿命化対策、補

修、改築及び更新を行うことを目的とした計画。 
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動線計画      【４５頁】 
人が移動する経路である動線を考慮して、公園内の施設配置

や園路を計画すること。 

都市公園      【４頁】 
都市公園法に定められた、国または地方自治体が設置した公

園。 

 

【は行】 

P-PFI（パーク PFI）【２８頁】 

公園に飲食店や売店などを設置するとともに、ここから得る

収益を活用して周辺の園路や広場などを一体整備する民間事

業者を公園管理者（地方自治体等）が公募で選ぶ制度。 

バリアフリー化   【４頁】 

高齢者や障害者など多種多様な人が社会生活を送る上での障

壁（バリア）となるものを取り除くという考え方。具体的に

は、階段や通路への手すりの設置、段差に対してのスロープ

の設置、点状ブロック、多目的トイレの完備などが挙げられ

る。 

包括占用区域    【１頁】 

治水や、環境の保全上等の支障が生じるおそれの少ない河川

敷において、市町村が、河川管理者（国、県）と協議したう

えで占用し、都市計画に関する基本的な方針等に沿って、具

体的な利用方法（公園、船着場等）を自ら決定することがで

きる区域。 

 

【ま行】 

マルシェ      【３０頁】 

「市場」を意味するフランス語。フランスでは、農家採りた

ての新鮮な野菜やハンドメイド雑貨をマルシェで直接販売す

るが、日本ではイベント的に開催されることが多い。 

ミズベリング    【３４頁】 

かつての賑わいを失ってしまった日本の水辺の新しい活用の

可能性を創造していく、国土交通省が推進するプロジェクト

の こ とで 、「 水辺 」＋ 「 RING （ 輪） 」、「 水 辺」 ＋

「RENOVATION（リノベーション）」＋「 ING（進行

形）」の造語。 

 

【や行】 

ユニバーサルデザイン【４頁】 

年齢、体格、性別、国籍等にかかわらず、できるだけ多くの

人が便利に利用できることを目指した建築（設備）、製品、

情報などの設計（デザイン）のこと。具体的には、幅の広い

開札、自動ドア、絵文字（ピクトグラム）、センサー式蛇口

など。 
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